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世界に向けた、新しい日本の魅せ方 
それは、 
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Information Center TV Program Website & AppEvent & Fest ival

もしもしにっぽんは、「４つの事業」から構成されています 



【名称】MOSH I  M O S H I  B O X  原宿観光案内所  
 
【所在地】東京都渋谷区神宮前3 - 2 3 - 5  T s  O N Eビル  
 
【開業日】2 0 1 4年 1 2月2 5日  
 
【営業時間】1 0時～1 8時  
 

 2 F部分にはレンタルスペース「MOSH I  MOSH I  GAL LERY」を併設  

施設概要 

サービス内容 
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外国人 
55% 

日本人 
45% 

BOX来場者属性 

利用サービス 

観光案内 60% 

おみやげ 20% 

外貨両替 10% 

フリーウォーター 5% 

フリーPC 3% 

フリーパワー 1% 

FedEx 1% 

総来館者数：32,832人 
2014年12月25日～2015年12月28日  
※クレープ店舗・カラオケ利用者含まず  
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渋谷区との連携 

商店会との連携 

■渋谷区観光協会 
原宿観光案内所設置  

■渋谷区PRキャラクター運営 
「あいりっすん」  

■原宿神宮前商店会 
原宿ファッションガイドツアー  

企業との連携 

■カラオケルーム 
第一興商（DAM）  

■お味噌汁屋さん 
マルコメ  

国内外に向けた施策
を連携し実施中 

訪日外国人に向けたコンテンツを多数展開。区や
地域等と連携し取組を行っている。 
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2年間に渡り、世界14の国と地域 28箇所でイベントを開催 
 

世界各国で「もしもしにっぽんフェスティバル」
を開催。リアルな日本文化を体験する場。 

2014年よりあらゆる地域で、イベントを展開。イベントへの参加、イベントの主催などを含め、

過去2年間において約108万⼈の外国⼈にもしもしにっぽんプロジェクトを発信してきました。
10 



イベントで体験する日本の魅力。 
現地媒体を巻き込んだPR。 

オリジナル商品・POP  UP  SHOP展開  

現地媒体と連携したPR展開  日本フード・ファッション・文化体験  

各地域において、あらゆるメディアへの露出2015
年だけでも、

全世界通して、100媒体を超えるメディア
露出

・おにぎり・おにぎらず・お味噌汁・お菓⼦等の試⾷。
・原宿ファッションの販売・コスプレ⾐装・チェキ等の
⽇本POPカルチャー商品の販売。
・⽇本の⽂化体験（書道・けん⽟・カラオケ等）

台湾・ロンドン・シンガポー
ルなどで
POP UP SHOP
を展開。
リアルな⽇本を体験してもら
いました。
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2020年以降のインバウンド 



2015年末時の「もしもしにっぽん」が取得しているユーザーデータは約20,000人(2015年7月より収集)。その中での各比率は上記の通りです 
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48.3%
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北米

28.6

欧州

48.3

アジア/
東南アジア

11.8

その他国籍

11.3

性別 

男

45.3%
女

54.7%

職業 

2.0 3.4 35 0 39.9 4.9 3 9 3.00 5 7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70 90% 100%

中学・高校生 専門・短大生 大学生・大学院生 会社員 自営業 公務員 主婦 その他

外国人ユーザーデータベースの収集、活用を目指します 

13 



海外企業連携 

国内企業連携 
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～誰もが知っている「日本といえば」を目指して～ 

Website & App

ポイントサービス 
(MOSHI MOSHI POINT) 
↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓ 
共通通貨化を図る 

EC機能の導入 
(世界各国で使用可能に) 

プリペイド機能の導入 
(世界各国で使用可能に) 

来日特典の充実 
(オプショナルツアーなど) 

海外の日系商業施設での 
利用導入 

ユーザーデータベース 
200万人を目指す 

(2016年内30万人を目標) 
(2020年までに200万人) 

活用 

各種サービスの導入によるユーザーデータの獲得 
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Information Center TV Program

Website & App

Event & Fest ival

ユーザーデータベースの活⽤事項として、

ビジネスプラットフォーム の確⽴

インバウンド / アウトバウンド プラットフォーム の拡⼤を進めています

WEBサイトプロジェクトハブとし、各カテゴリへ派生します 



 

対 オーディエンスに対して 

Event & Fest ival
Information CenterTV Program

オリジナル 
コミュニティの 

構築 

世界各国のファン 

EC機能の導入 
(世界各国で使用可能に) 

Website & App

話題提供 

話題の 
送出 / 共有 

情報の拡散 ファンの拡大 

・キュレーション情報 
・日本の天気 
・為替 
・ファッションスナップ 
・観光案内 
ほか 

有意義な情報提供 

ポイントシステムの導入 

世界各国に存在するファンに対して、有意義な情報や話題を常に提供し、活用してもらう為のWEBサイトを目指し、ポイントシステムやEC機能を導入。 
さらなる情報拡散により、ファンの拡大を図り、「もしもしにっぽん」というオリジナルのカルチャーコミュニティの確立を目指します。 
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ユーザーデータ 

ユーザーデータ 

ユーザーデータ 

 

対 企業に対して 

Event & Fest ival

Website & App

ユーザーデータベースの活用 

PR 

世界のファンを抱えるもしもしにっぽんが行える企業連携は、PRだけにとどまりません。 
実際の世界中にいるファンをデータベースとしてあらゆるカテゴリから抱え込み、連携企業との活用を実現化させます。 
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TV Program

FUN 
PR 

Information Center

PR 

PR 

マーケティング 

マーケティング 

FUN 

FUN 

FUN 

企業 
ユーザー 

データベースの 
収集 

ファンの流入 

海外 
コネクション 

コネクションの提供 



 

各コンテンツとサービスを連携させることで、より効果的な海外へのアウトバウンドと、海外からのインバウンドを見込みます。 
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Website & App

EC機能 

企業連携 

情報提供 

ポイント 
サービス 

インバウンド  アウトバウンド 

Information Center TV Program
Event & Fest ivalInformation CenterEvent & Fest ival

ユーザー 
データ
ベース 

ユーザーデータベースとWEBを軸にした展開 
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プロジェクトが目指す、ミライ 
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